
教育の未来について
PISA 2022 からの展望

OECD/Japanセミナー

OECDの公用語は英語と仏語であり、本資料は参加者の理解のために機械翻訳等を用いて作成した仮訳である。正式な内容は英語版の資料による。



PISAへの参加者

81 か国・地域の15歳の生徒
約69万人がPISA 2022 に参加しました

PISAへの新規参加国・地域：エルサルバドル、ジャマイカ、モンゴル、パレスチナ自治政府、ウズベキスタン
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男女別・数学の成績上位の生徒
数学で習熟度レベル5以上の成績を収めた生徒の割合（男女別）

図I.4.11
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IT キャリアに対する生徒の関心には、依然として深刻な男女差がある
(PISA)
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最も近い学校が最も良い学校になるのか?
学校間および学校内での数学の成績の分散 図I.2.6

OECD 平均: 32%

OECD 平均: 68%

学校間の成績の分散

学校内での成績の分散



卓越さと公正さの組み合わせ
社会経済的勾配と数学的パフォーマンスの強さ 図I.4.2
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その他の PISA の結果
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その他の PISA の結果

成績とは、生徒が教育を通じ
て獲得した知識と認知スキル、
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その他の PISA の結果
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その他の PISA の結果
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その他の PISA の結果

レジリエンスの側面では、
ストレスの多い困難な状況
に耐える能力、自分自身へ
の自信、学習者としての自
主性に対する生徒の考えが
考慮されます。

エージェンシーとエンゲージメント

レジリエンス
学校へのエンゲージメント

学校と休みのバランス

物質的及び文化的ウェルビーイング

多様性に対するオープンさ

心理的ウェルビーイング

人間関係の質とコミュニティの活力

成績



その他の PISA の結果
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その他の PISA の結果
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その他の PISA の結果
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その他の PISA の結果
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その他の PISA の結果

多様性に対するオープンさと
は、異なる視点を認識しオー
プンで、他の人の言語、習慣、
慣習を学ぶ意欲を持ちながら、
異なる文化的背景を持つ人々
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PISA 2022

感情的状態
幸福：この感情を経験していると回答した生徒の割合



PISA 2022

生活への満足度
生活に満足している又は満足していないと回答した生徒の割合



PISA 2022
心理的ウェルビーイングのインデックス



PISA 2022

人生の意義
自分の人生には明確な意義や目的があることに同意する又は同意しないと回答した生徒の割合



PISA 2022
エージェンシーとエンゲージメントのインデックス



PISA 2022

いじめ防止へのエンゲージメント
「いじめられている他の生徒に誰かが味方するのは、いいことだ」という声明に同意する又は同意しないと回答した生徒の割合



PISA 2022

失敗への不安
「失敗しそうなとき、自分に十分な才能がないかもしれないと不安になる」という声明に同意する又は同意しないと回答した生徒の割合



PISA 2022

自分に対する信念
「自分を信じることで、困難を乗り越えられる」という声明に同意する又は同意しないと回答した生徒の割合



お金はある程度までは重要

資源を有効に活用する



お金は必要だが十分ではない
図I.4.15
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学習時間≠学習成果
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学校での学習時間

学校外での学習時間



学習時間≠学習成果
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学校での学習時間

学校外での学習時間

生産性
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デジタル世界の可能性を解き放つ

学びに革命をもたらすか？



学校での通常の授業やデジタル・リソースの使用に係る時間
生徒が 1 日に費やす時間 (時間単位)

図 II.5.15

0

1

2

3

4

5

6

7

Ire
la

nd
*

Pa
ra

gu
ay

Ja
pa

n
Br

un
ei

 D
ar

us
sa

la
m

Pe
ru

M
al

ta
Fr

an
ce

Sl
ov

en
ia

U
ni

te
d 

Ki
ng

do
m

*
G

er
m

an
y

Se
rb

ia
Sa

ud
i A

ra
bi

a
Sp

ai
n

M
on

te
ne

gr
o

Do
m

in
ic

an
 R

ep
ub

lic
G

re
ec

e
Ca

m
bo

di
a

Jo
rd

an
Sw

itz
er

la
nd

Pa
na

m
a*

Be
lg

iu
m

G
eo

rg
ia

Q
at

ar
Pa

le
st

in
ia

n 
Au

th
or

ity
M

or
oc

co
Tü

rk
iy

e
Ja

m
ai

ca
*

Br
az

il
M

ex
ic

o
El

 S
al

va
do

r
Au

st
ria

Po
rt

ug
al

Co
st

a 
Ri

ca
Ch

ile
M

al
ay

sia
Ko

so
vo

M
ol

do
va

U
ru

gu
ay

Ho
ng

 K
on

g 
(C

hi
na

)*
Is

ra
el

Vi
et

 N
am

Ka
za

kh
st

an
Co

lo
m

bi
a

Al
ba

ni
a

Ar
ge

nt
in

a
O

EC
D 

av
er

ag
e

Ca
na

da
*

N
or

th
 M

ac
ed

on
ia

Cz
ec

h 
Re

pu
bl

ic
G

ua
te

m
al

a
U

zb
ek

ist
an

N
et

he
rla

nd
s*

Cr
oa

tia
Si

ng
ap

or
e

M
ac

ao
 (C

hi
na

)
Ko

re
a

Es
to

ni
a

Po
la

nd
Ch

in
es

e 
Ta

ip
ei

In
do

ne
sia

M
on

go
lia

Hu
ng

ar
y

Ba
ku

 (A
ze

rb
ai

ja
n)

Ic
el

an
d

Sl
ov

ak
 R

ep
ub

lic
Li

th
ua

ni
a

Ph
ili

pp
in

es
La

tv
ia

*
Ro

m
an

ia
U

ni
te

d 
Ar

ab
 E

m
ira

te
s

N
ew

 Z
ea

la
nd

*
Au

st
ra

lia
*

N
or

w
ay

Fi
nl

an
d

Sw
ed

en
Th

ai
la

nd
Ita

ly
Bu

lg
ar

ia
De

nm
ar

k*
U

kr
ai

ni
an

 re
gi

on
s (

18
 o

f 2
7)

Using digital devices for learning at school Using digital devices for leisure at school Regular lessons at school per school day時間 学校での１日の普段の授業

デジタル・リソース / 学校
の学習

デジタル・リソース / 学校
の余暇

学校の学習にデジタル・リソースを使
用する

学校の余暇にデジタル・リソースを使
用する



学校でのデジタル・リソースの使用時間と数学の成績

生徒の回答から（OECD平均）
図 II.5.14
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スマートフォンやタブレットが学習にどのような
影響を与えるか

デジタルによる注意散漫



数学の授業におけるデジタル・リソースによる注意散漫
いつも又はたいてい数学の授業で次のようなことが起こったと報告した生徒の割合

図 II.3.4
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デジタル・リソースを近くに置いていないと不安に感じる
生徒の回答から

図 II.5.16
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結果： デジタル・リソースを近くに置いていないと不安に感じること
生徒の回答から（OECD平均）

図 II.5.17
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数学の授業における
デジタル・リソースの使用頻度

デジタル・リソース、注意散漫、学校の方針
生徒が学校でスマートフォンを使用していると回答し、学校長がスマートフォン使用に関する学校の方針を報告した場合の、数

学の授業中に生徒がデジタル・リソースを使用して注意散漫になる可能性の変化（OECD平均）

図 II.5.9
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失望している生徒もいるか？

教師と教育



教師によるサポート
新型コロナウイルス感染症の影響で休校であった時期について、以下の記述にその通りだまたは

まったくその通りだとした生徒の割合。生徒の回答から

図 II.2.10
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生徒は大好きな教師から最もよく学ぶ
リモートでの学習、数学の成績、自主学習への自信

新型コロナウイルス感染症による休校期間中について、以下の記述に生徒がその通りだまたはその通りでないとした場合の、
生徒の自主学習能力や数学の成績に対する自信の変化（OECD平均）

図 II.2.12
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生徒の学びとウェルビーイングを維持するための学校の取組
新型コロナウイルス感染症感染症による休校期間中に、学校が次の行動を毎日行ったと回答した生徒の割合

（OECD平均）

図 II.2.16
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ラットフォームに、
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学習と特定の生徒の成果を維持するための学校の取組
学習を維持するための学校活動および活動の指標の 1 単位の増加に伴う変化（ OECD平均）

図 II.2.18
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生徒のウェルビーイング

教科学習を超えて



自主的な学習に対する生徒の自信
将来再び学校が休校になった場合に、次の行動を取ることに自信がある/とても自信があると回答した生徒の割合

図 II.2.5
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成長マインドセットと数学的パフォーマンス 表 I.B1.2.1 および
表 I.B1.2.16
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数学の成績と数学への不安：固定マインドセット／成長マインドセット
を持つ生徒から 図I.2.2
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人生の満足度と生活の様々な側面の満足度
利用可能なデータがある国/経済の平均

図 II.1.7
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各国・地域における生徒の学校への帰属意識
表 II.B1.1.1
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長期欠席の理由

連続 3 か月以上学校を欠席した理由として、次のことを回答した生徒の割合

図 II.3.13
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教えるのが簡単な種類のものは、
デジタル化と自動化が容易に

非定型業務

定型業務

テクノロジー集約的
なタスク

テクノロジー
の使用が少ない

業務



非定型業務

定型業務

テクノロジー集約的なタス
ク

テクノロジー
の使用が少ない

業務

教えるのが簡単な種類のものは、
デジタル化と自動化が容易に
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最先端の自然言語処理パフォーマンス

最低限必要な人間の言
語能力

平均以下 平均～高位 スペシャリスト

対話（オープンドメイン）

質疑応答

情報検索

特定のトピックに関す
る自動会話

特定のコンテンツに基
づいて質問に回答

(例: Wikipedia ページ、
ChatGTP )

特定の質問/トピック
に関連するコンテンツ
を特定 (例: 検索エンジ

ン)

AI vs人間

人間を超えて
いる

上 級

中 級

初 級

人間並み



•教育は、競合する信念や価値観を調和させ、人々の人生に意味を
再構築し、幸福を回復する方法で、世界を見て、感じ、解釈する
新しい方法を提供する必要がある。

•教育はすべての人に機会と充実感を提供し、思いやりや創造性な
どの幅広い強みを尊重し、育むものでなければならない。
教育は、人々が次の一連の経済、社会、組織モデルを設計し確立
できるようにする必要がある。

教育にとって何を意味するか？



デジタルへの移行が加速している
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学習を個別化する
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楽しみ
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VRは、学習者を 3D世界に誘う



61

ARは現実世界を非常に強化していく



教えることで学ぶ？



出典: Raca 、 Kidzinski 、 Dillenbourg 、2015

インプット
(センサー)

アウトプット
(ダッシュボード)

教室分析:
見えないものを見える化していく



教師が教室のどこで時間を過ごしているかを示す

出典: Prieto 他、2017

専門的なフィードバック



VS

学習と評価を再統合していく



生徒はどのようにして学習スキルを発揮するか?

• 行き詰まったときに助けを
求めて、インテリジェントな
講師と対話する

• 達成できたことを評価に反映して
いく

生徒はまた…



このような評価から、教育システムについて何を学べるか?

学習として得られたことの測定=
テスト前の得点を考慮した上でのLDWテストの得点生徒が事前に有する知

識をベースライン測定

生徒の学習に関する情報

チュートリアル事前テスト 学習活動 チャレンジ



Engagement

Progress
monitoring

Self-evaluationTransfer

Persistence

Country A Country BA国 B国

エンゲージメント

進捗の
モニタリング

自己評価

耐性

転移

このような評価から、教育システムについて何を学べるか?
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個別化した学習と教育

インクルージョンと公正さを育む

教育の質の教科

効率性の向上

研究とイノベーションの教科

教育を、現在の状況により関連付け
たものに(例: 生成 AI )

教育においてAI とデジタルテクノロジーがもたらす機会を生かす



 デジタルデバイド: 平等なアクセスを提供する

 デジタルツールのパフォーマンス: リスクを評価し、人が関与する

 新たなバイアス、又は増幅されたバイアス: 有利な生徒だけが恩恵を受けないようにする

 デジタルエコシステムの非効率性: 可能なものより役立つものを提供する

 プライバシーとデータ保護: 新たな可能性をカバーし、新たな課題に対処

 AIの倫理：アダブティブな規制を促進する

 社会的受容: 単純な支持に疑問を投げかけつつ、メリットを伝える

防止策により課題に対処しながらリスクを軽減する
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PISA Data Explorer: www.oecd.org/pisa/data
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